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2006(平成 18)年 3月 20日 ,住用村・笠利町 0名瀬市の 3市町村
が合併して,「奄美市」が誕生しました。
「奄美市」には,笠利地区を中心にたくさんの遺跡があります。「宇
宿貝塚」「赤木名城」の2遺跡が国指定史跡に文化財指定されていま九
名瀬地区にも,いくつかの遺跡がありますが,その代表的遺跡が「小

湊フワガネク遺跡」です。1997(平成 9)年の発掘調査の直後から,
専門家の先生方により遺跡の学術的重要′性が指摘され,たくさんの研
究成果が発表されてきました。

おかげさまにて,2010(平成 22)年,月 湊ヽフワガネク遺跡は国指定
史跡として文化財指定を受けました。

平成 23年度から3ヶ年の計画で国庫補助事業「/1ヽ湊フワガネク遺跡
を学び地域活性化に活用する事業」を開始しました。平成 23年度は,
小湊フワガネク遺跡について,みなさんに理解を深めていただけるよ
うに,調査研究成果などをわかりやすくまとめた啓発普及用冊子を作
成しました。

小湊フワガネク遺跡が所在する古見方地区は,全戸配布する予定で
す。また郷友会等を通じて,本土在住の古見方地区出身者にも配布を
行い,外Б土の遺跡が国指定史跡として文化財指定されたことを報告さ
せていただきたいと思います。残部については,市内小中学校や観光
業界等に適宜配布を行います。

この冊子を通じて,小湊フワガネク遺跡について理解を深めていた
だき,さ らにはふるさと「奄美市」の歴史をひもとくお手伝いになれ
ば幸いです。

平成 24年 3月 30日

奄美市教育委員会

教育長 坂 元 洋 三
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認など

湊フワガネク遺跡について理解していただくために 奄美市教育委員会が作成し

 ヽ      2 小湊フワガネク遺跡の発掘調査における調査記録・出土遺物の一切は,奄美市教育委員会の
>        奄美市立奄美博物館に保管されていま九

5       3 本書は,山田和憲 (奄美市教育委員会文化財室室長)の監修の下,高梨 修 (奄美市教育委
こ        員会文化財室主幹)が編集・執筆を担当しました。
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奄美市名瀬における

小湊フワガネク遺跡の位置



1 小湊フワガネク遺跡の概要

小湊フワガネク遺跡は,奄美大島奄美市の小湊集落に所在しています。
こみなとしゅうらく           めん

小湊集落は,太平洋に面していて,南北に広がる海岸線に沿いながら2
かいがんさきゅう

列の海岸砂丘が発達しています。海岸側の砂丘は,奄美大島でも屈指の
き  は おおがたさきゅう しゅうらく

規模を誇る大型砂丘で九 この砂丘のJ腋暗Б分は畑地,南側部分は集落と

して利用されています。小湊フワガネク遺跡は,この畑地部分に所在して

います。

1995(平成 7)年 4月 ,この砂丘上に学校法人百弩 寧菌「奄美看護福祉

専門学校」(当時)が開校しました。1997(平成 9)年,同校が計画した施設

営振撃業に誅して,名最キア普塞塾  (当時)力靡 流諭番を彙施し
た結果,彗業罫缶置機の一部から遭場が確認されたため,塞流論基が彙施
されることになりました。
最初に道詠が確認されたポ撃「スぎス」の地‰から,遺詠場零は明、
湊フワガネク遺跡」と命名されました。

1997(平成 9)年の発掘調査の結果,おおよそ 6～8世紀 (1,500～ 1,300

年前)に位置づけられる遺跡が確認され,人びとが活動していた様子を示

す建物跡や使用していた土器破片や貝製の道具類等がたくさん発見され

ました。そのほか食べ滓と考えられる誅 逼場 (買接 0ま百 .蕉再等)
も多数確認されました。

その後,2001(平成 13)年と2002

ための発掘調査が実施されました。

その結果,7世紀の遺跡のほかにも,弥生時代後半から平安時代にかけ
て,複数時期の遺跡が几峰 「夏基X」 「雫基X」 にも撞続して審希してぃ

い せ き        めんせき                  たっ

る事実が明らかになりました。遺跡が広がる面積は,約 25,000rに も達し

ています。

これらの遺跡全体の総称として,「小湊フワガネク遺跡」と呼んでいま

九

い せ き は ん い

(平成 14)年に遺跡範囲を確認する
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小湊フワガネク遺跡の小字

小湊フワガネク遺跡の発掘調査箇所
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2 小湊フワガネク遺跡の発掘調査

1997(平成 9)年の発掘調査は,「第一次調査」と「第二次調査」の 2

箇所で行われました。以下,それぞれの発掘調査の概要をまとめてみます。

第一次調査

調査区90調査区10・ 調査区11で実施した発掘調査を「第一次調査」と
ちょうさ く いせ き  りょうこう

呼んでいます。特に調査区11では,地表から2m前後の深さに遺跡が良好

な状態で残されていて,狭い調査面積にもかかわらずたくさんの遺物が

出土しま
ちょうさ く

ちょうさじつ しめんせき            はか

した。調査実施面積は,250」を測ります。

調査区 11から確認された遺構は,ヤコウガイ製貝匙の製作跡と考えら

れるヤコウガイ貝殻破片の集 中箇所です。ヤコウガイ製貝匙破片21点 ,

ヤコウガイ製有子L製品39ッ気が出土していますも貝匙製作に使用する大型

破片を貝殻から割り取る作業や貝匙の成形作業等が行われていたと考え

られます。周辺からは,細かいヤコウガイ貝殻破片がたくさん出土しまし

た。大型破片から成形しただけの貝匙未製品 4ノ点が
~列に並べられた状態

かいさじせいさく

で発見されていることから,複数の貝匙製作がまとめて流れ作業で行われ

ている様子も明らかになりました。
しゅつどい ぶ つちょうさ く

調査区11におけるそのほかの出土遺物は,それほど多くありませんで
かね く しき ど きざい ち ど きしゅつど ど き  しょうり1う

した。出土土器は少 量で,奄美群島の在地土器である「兼久式土器」と
て つ き

呼ばれるものですが,722点が認められました。また鉄器も 5点出土し

ています (釣針 2ノ点を含む。)。 それからイモガイ製貝札 (何に使用され

るものなのか明らかにされていません。)6点,二枚貝有子L製品169点が

出土しています。第二次調査で大量出土している貝玉は,第一次調査で

|ま全然出土しませんでした。さらに食 料残滓と考えられる自然遺物 (獣
きょくぶてき  しゅうちゅうしゅつど           つりばり

も,局部的に集 中出土しています。釣針 2,点も,同じ場所
_,つ つど

■ら出土したものです。

”骨資色
ヽ

一一ユヨ‘

-4-



二次調査

調査区30調査区12で実施した発掘調査を「第二次調査」と呼んでいま
ちひょう

す。地表から50cm～ 1.5m
て い ど      い せ き  りょうこう  じょうたい

程度の深さに遺跡が良好な状態で残されて

いて,たくさんの出土遺物が確認されました。調査実施面積は,489イを

測ります。

第二次調査区域は,地表から比較的浅い深さで,類須恵器・白磁・滑石製

石鍋・布目圧痕土器・鉄器等を出土する中世の遺跡も認められましたが,

遺物の数量はわずかでした。
ちゅうせい  いせ き  か そ う   だいいち じちょうさち て ん い せ き

中世の遺跡の下層に,第一次調査地ノほと同じ時期の遺跡が確認されて

います。掘立柱建物跡 4棟やヤコウガイ製貝匙製作跡等が検 出されて

います。掘立柱建物跡は,4棟 とも長方形の平面形を呈していて,
ぜ ん ご  きょうつう   き ぼ ゆかめんちゅうおう

2m×4m前後の共通した規模が認められました。いずれも床面中央から
やや偏向した位置に炉跡 (地床炉)が設けられています。

またヤコウガイ製貝匙製作跡は,周 辺にヤコウガイ貝殻が集積された

り,おびただしい数のヤコウガイ貝殻破片が集 中した状態で検出され
かいがらい か い   かいがら  げんざい か い き  しゅうへん

ました。ただし,ヤコウガイ貝殻以外の貝殻を原材とする貝器も周辺か

らたくさん出土しましたから,貝匙製作以外にも貝器製作を実施していた

場所と考えられます。ヤコウガイ製貝匙 84点,ヤコウガイ製有子L製品 15
かいだま         によいがいゆうこう

点のほか,イモガイ製貝本L29点 ,

製品 169点等が出土しています。
だ い に じちようさ

イモガイ製貝玉 2703点 ,二枚貝有子L

しゅつどい ぶ つ  かくにん

第二次調査は,そのほかにもたくさんの出土遺物が確認されています。
しゅつど ど き    そうすう しゅつと て つ き

出土土器は,総数 17370点出土しています。そして鉄器 17点が出土,

第一次調査地′ほと合わせるならば合計 22点の出土′点数は注 目に値す

ると考えられま九

そのほか研磨痕や敲打痕が残されている大小の石器が,貝匙製作跡の

周辺部分から多数出土していて,貝器製作と関連して使用されていた

可育旨陛が高いと考えられます。また食 糧残滓の自然遺物 (貝殻・獣骨・
きょこつ た す うしゅつど

魚骨等)も多数出土しています。
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小湊フワガネク遺跡出土土器 (兼久式土器)
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出土鉄器 (第 1次調査)

小湊フワガネク遺跡
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小湊フワガネク遺跡出土ヤコウガイ製貝匙

小湊フワガネク遺跡出土

ヤコウガイ製貝匙の未成品 (第 1次調査)

小湊フワガネク遺跡出土イモガイ製貝札 (左 :第 1次調査 右 :第 2次調査)

-8-



1鸞

小湊フワガネク遺跡出土ヤコウガイ製貝匙の複製 (実物大の大きさです。)

製作 :池村 茂氏 (工房海彩代表)
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3 小湊フワガネク遺跡の取り組みの歩み

′」ヽ湊フワガネク遺跡をめぐる発掘調査,保護保存,啓発普及等の実施経過につ
.ヽても,ま とめておきます。
(1)平成8(1996)年度の歩み
平成 8年 9月 19日 ,名瀬市小湊字外金久で行われていた砂採取工事箇所から,
名瀬市教育委員会が遺跡を発見しました。学校法人日章学園「奄美看護福祉専門

学校」の開発事業が,隣接する畑地一帯で計画されていたため,当該部分につい
て,名瀬市教育委員会が確認発掘調査を実施,「小湊フワガネク遺跡」が発見され
ました。

(2)平成 9(1997)年度の歩み
=奄
美看護福祉専門学校」の拡張事業に伴い,月 湊ヽフワガネク遺跡の緊急発掘

調査が行われました。第一次調査は平成 9年 5月 12日 ～6月 14日 まで,第二次
調査は同年 7月 22日 ～12月 19日 まで行われました。

平成 10年 3月 13日 には発掘調査成果のスライド報告会が,平成 10年 3月 21
日には琉球大学法文学部教授の池田榮史氏による講演会「考古学からみた奄美諸

島の歴史」が,名瀬市立奄美博物館で開催されました。
(3)平成 10(1998)年度の歩み
平成 10年 7月 20日 ,鹿児島考古学会の平成 10年度研究発表大会で,名瀬市教
育委員会が発掘調査成果について報告しました。平成 10年 12月 ～4月 まで,平
戎10年度奄美博物館企画展「よみがえる古代のメッセージ・名瀬市小湊フワガネ
ク遺跡展」を,小湊福祉館・第 8回名瀬市生涯学習振興大会古見方地区大会 (大
|1小中学校)・名瀬市役所 1階ロビー・名瀬市立奄美博物館の4箇所で巡回展とし
て開催しました。

さらに小湊フワガネク遺跡の発掘調査結果を検討する機会として,平成 11年 3

=28日
,第 2回奄美博物館シンポジウム「サンゴ礁の島嶼地域と古代国家の交流」

t開催しました。平成 11年 3月 31日 ,発掘調査概報 1000部を発刊しました。
(4)平成 11(1999)年度の歩み
文化庁主催の平成 11年度「発掘された日本列島」で,小湊フワガネク遺跡の出
三遺物が全国で巡回展示されました (平成11年 6月 12日 ～平成 12年 2月 6日 )。
二戎11年 8月 15日 ～8月 26日 には,琉球大学を中心とする日韓共同学術調査が

11奏集落で実施され,小湊フワガネク遺跡についても検討が行われました。
(5)平成 12(2000)年度の歩み
」ヽ湊フワガネク遺跡の遺跡範囲を確認するため,文化財補助事業「小湊フワガ
スン遺跡発掘調査等事業」が開始されました。

また平成 12年度奄美博物館企画展として,「日本最北の亜熱帯に与えられた海
~意
み・小湊フワガネク遺跡展 2000」 を,平成 12年 8月 ～平成 13年 1月 まで
下佳しました。
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(6)平成 13(2001)年度の歩み
文化財補助事業「小湊フワガネク遺跡発掘調査等事業」として,引き続き確認
発掘調査が行われました。また平成 13年度奄美博物館企画展として,「ヤコウガ

イ美の世界～池村茂夜光貝展・小湊フワガネク遺跡展」を,平成 13年 8月～平成
14年 1月 まで開催しました。

平成 14年 3月 18日 ,小湊フワガネク遺跡群をめぐる今後の保存活用について,

指導助言を受けるための専門委員会として「古見方地区文化財整備検討委員会」

が発足しました。さらに平成 14年 3月 22日 ,小湊フワガネク遺跡の一部を「名
瀬市指定文化財」として文化財指定しました。

(7)平成 14(2002)年度の歩み
文化財補助事業「小湊フワガネク遺跡発掘調査等事業」の遺跡範囲確認発掘調

査の報告書を,平成 15年 3月 31日 に発刊しました (500部 )。
(8)平成 15(2003)年度の歩み

平成 9年度の発掘調査について,土器を中心に整理作業を進めました。
(9)平成 16(2004)年度の歩み

平成 9年度の発掘調査報告書『奄美大島名瀬市小湊フワガネク遺跡群 I』 を発
刊しました (500部 )。

(10)平成 17(2005)年度の歩み

平成 9年度の発掘調査について,貝器を中心に整理作業を進めました。
(11)平成 18(2006)年度の歩み

平成 9年度の発掘調査報告書『奄美大島奄美市′蟻 フワガネク遺跡群Ⅱ』を発
刊しました (500部 )。

(12)平成 19(2007)年度の歩み

発掘調査報告書の発刊が完了したので,奄美市教育委員会では,文化財指定に
向けた取り組みを本格的に開始しました。小湊集落や遺跡部分に関わる地権者の

みなさんに向けて,説明会を開催しました。
(13)平成 20(2008)年度の歩み
地権者のみなさんに対して,文化財指定について理解していただくために,説
明会等を開催,文化財指定同意書をいただきました。
(14)平成21(2009)年度の歩み
地権者のみなさんに対して,引き続き文化財指定に関する説明会等を開催,文
化財指定同意書をいただきました。

平成 22年 1月 ,奄美市教育委員会は,小湊フワガネク遺跡の文イ麒村旨定につい

て,21筆分 14,018どの関係書類を添えて意見具申書を文化庁に提出しました。
(15)平成 22(2010)年度の歩み

平成 22年 4月 ,文化審議会で小湊フワガネク遺跡の文化財指定について審議が

行われ,国指定史跡とする答申をいただきました。
平成 22年 8月 5日 ,小湊フワガネク遺跡は,国指定史跡として文化財指定され

ました。
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4 小湊フワガネク遺跡の学術的意義

_       いせ き

..毒フフガネク遺跡からは,おおよそ6～8世紀 (約 1,500～ 1,300年前)
ど き   か い き しゅつどい ぶ つ

二̀三置づけられる土器や貝器などの多数の出土遺物が認められました。その

言
=圭
□|ま,約 25,000ピの広大な面積に達する様子も確認されています。

這声|ま,文字記録が残されていない時代の歴史や大昔の様子を知るための

手11かりとしてとても重要なものです。奄美群島や沖縄県の島々の歴史は,

事咬の教科書に記述されている日本歴史とは異なる歴史の歩みがあります。

丈事記録が残されていない時代の奄美群島の人びとの暮らしは,まだ十分解

調されてはいないのです。
こみなと い せ き    れ き しかいめい

だから,たくさんの遺物などが出土した小湊フワガネク遺跡は,歴史解明
しょうこ りゅうきゅう こ なんせいしょとう かいがんさきゅうい せ き

_■重要な証拠となるのです。琉 球弧 (南西諸島)における海岸砂丘遺跡は,

「
シ採取やリゾー ト開発などで 著 しい破壊を受けてきました。そうした事情

を考えるならば,小湊フワガネク遺跡はきわめて良好な状態で残存してい

ことても貴重な事例なのです。

出土土器は,遺跡の年代を決定する上で,特に重要な手がかりとなる資料
いせ き  ねんだいけんきゅう   き そ しりょう り よ う

です.だから遺跡の年代研 究の基礎資料として利用されています。小湊フ

アヴネク遺跡からは,18,092点もの土器 (兼久式土器)が出土しました。
かね く し き ど き とくゅう  ざい ち ど き かね く しき ど き

.ヽわゆる「兼久式土器」と呼ばれる奄美群島特有の在地土器です。兼久式土器
しゅつどしりょう  ぜつたいすう ねんだいけんきゅう

ま、これまで出土資料の絶対数が不足していたことなどから,年代研 究が

[れていました。弥生時代後期～平安時代という約 1,000年もある長い年代

こ位置づけられていたのですが,小湊フワガネク遺跡の発掘調査で,短い

三代幅の中に位置づけられると考えられる多数の土器群が確認できました。

ttヽら小湊フワガネク遺跡出土土器を基準にして,各遺跡における兼久式

土器の器形・文様・共伴遺物 (開元通宝・外来土器・貝札等)な どの比較
いせ き  ねんだいけんきゅう さい

Ft十ることも可能になりました。今後の遺跡の年代研 究を進めていく際

発

「発

説

1の

文

Dい

美力`

され
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の基礎資料になると考えられます。

それから承篠フワガネク遺跡を特徴づけるJ王壇場は,薫戦 論基・

繁三茨論聾で実豊J王したャコゥガイ賀争です。ャコゥガイ製賞連の製詳

過程が解る資料や加工に伴 う大量のヤコウガイ貝殻破片が確認されたた

め,これらのヤコウガイ貝殻は単なる食 料晟峰 喰
べかす)ではなく,貝器

製作の材料として意図的にたくさん捕獲されていた事実が明らかになりま

した。ヤコウガイ負銀がダ豊J王する集ルti皇桑襲階の管品ま,ほかにも

土盛マツノト遺跡や用見崎遺跡 (いずれも奄美市)などが知られていますが,

いわゆる貝塚遺跡と区別するため,「ヤコウガイ大基J王遭詠」などと呼ば

れています。

ほかにも巻貝や二枚貝で,いろいろな貝製品が製作されているので,小湊

フワガネク遺跡は,貝器製作が集 中調に行われていた場所だということが
すうれい

解ります。そうした貝器生産遺跡と考えられるものは,これまでにも数例が

確認されていますが,いずれも緊急発掘調査によるもので,ほとんどの遺跡
よ  こみなと          いせ き

が消失してしまいました。保存状態が良い小湊フワガネク遺跡はたい
へん

貴重な事例であるといえます。

以上のような理由から,小湊フワガネク遺跡は,国指定史跡の文化財指定

を受けたのです。

さらに小湊フワガネク遺跡からは,鉄器22点が出土しています。琉 球弧

の奄美群島・沖縄諸島・先島諸島の歴史は,12世紀前後から鉄器時代が始

まるというのが通説です。ですから,小湊フワガネク遺跡から6～8世紀段階

の鉄器が出土した事実も,これまでの歴史理解を書きよえる可育旨性を秘めた

発見であるといえます。

ボ瑛フワガネク遺跡の異絡論基は,まだT芥酵鵠されていない奄美群島

の古代史T髪で,ア瑞響鼻と養
り
編する鷺銘謁な奄美群島の新しい姿を描き

はじめているのです。
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5 ヤコウガイ小事典

ヤコウガイ (Ъlabo[Lunatica]marmOrata)は ,サザエの仲間になりま

すが,殻径・殻高はいずれも 20cm前後, 重 量 は 2kgを超す大型巻貝で

現

生′急場所は,サンゴ礁 などの堅い岩場を好み,砂浜には生息していませ
ふちゃく     も きいそくば し ょ

ん。岩場に付着する藻を食べています。生息場所の環境にもよりますが,だ

いたい 7～8年で 15cmぐらいの大きさに成長するようです。
さんぎょうてきた さん ゆしゅつ                     と

産業的多産地域 (商品として輸出が可能なぐらいたくさん獲れる地域)
しょとう しょとう

として,フィリピン諸島,アンダマン諸島・ニコバル諸島 (イ ンド),琉 球

弧 (特に奄美群島)の 3箇所が知られていて,ヤコウガイの世界 3大産地と

いわれています。

日本では,ヤコウガイは,江戸時代まで「ヤクガイ」と呼ばれていました。
や く し ま   と しょとう

屋久島で獲れるからヤクガイと呼ばれたという説もありますが,7世紀初頭

には琉 球弧の島々を総称して「ヤク」と呼んでいた時代がありますので,

ヤク地方に産する貝という意味とも理解できそうです。奄美群島におけるヤ

コウガイの呼び名も,地域により多少の違いはありますが,「ヤクゲェ」な

どと呼ばれています。

平安時代には,宮 廷貴族などの日記にたびたびヤクガイの名前が登場し

ます。たとえば,有名な『枕草子』にも,「公卿 ,殿上人,かはりがはり
や  く がい しゅはい

盃 とりて,はてには屋久貝といふ物して飲みてたつ」とヤクガイが酒盃と
きさい

して使われていた様子が記載されています。ほかにも「螺杯」という用語が

たびたび出てくるのですが,ヤコウガイの 杯 ではないかと考えられていま

す
あねったいかいいき

日本列島では,南海の亜熱帯海域にしか生息していないヤコウガイを,平
みやこ  きゆうていきぞ く

責時代の者るの宮廷貴族たちはどうして手に入れたのか不思議です。

島

　
去
ヽ

ニ

ュ

ー
　

　

ト

ヨ
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平安時代に成立した『新猿楽記』という物語には,全国規模で活動してい

た「八郎員人」という商人の様子が描かれていて,取り扱 う物産の中に「夜

久貝」と記されています。やはり平安時代の右大臣・藤原実資の日記『小右記』

には,大隅国の藤原良孝が「赤木二切、横榔三百把、夜 7、貝五十日」を送り

届けてきたと記載されています。ヤコウガイは,交易長生して都 に運ばれ

ていたのです。

それからヤコウガイは, 時診田」と呼ばれる美術工芸品二十丁|二 として欠か

せないものでした。ヤコウガイ貝殻を用いる螺釦技法が最 t発達した_Dが ,

平安時代後期の 11～ 12世紀です。ヤコウガイ貝殻は真珠質ててきて、ヽるた

め,磨くと銀 白色に美しく輝 くからです。世界遺産 「平 長
~更
化遺董_

を代表する中尊寺金色堂は,12世紀に建てられたものですti.=二 `亘 ≧tヽ

われるヤコウガイ貝殻が使われています。平泉政権を確立した兵 毒薫氏

は,「極楽浄土」を再現した寺院群を建築したのですが,そ こ十二,ま責三ヒヤ

コウガイの輝 きが使われたのです。平泉の寺院群建築には,大量 シ=ウ
ガイ貝殻が運ばれ,用意されていたと考えられます。

平安時代に都 や平泉に運ばれていたヤコウガイはどこか ,L運 まilて き

たものなのか,これまで謎とされていました。中国の海南島な≧三‐そ
~董
地

と考えられていましたが,はるか遠方から頻繁に大型のヤコウtr■ て量

運搬するのは,実際,至難の業ではないかと思われます。
と 1,り       い せ 去

1990年代における土盛マツノト遺跡 (奄美市)をはじめとして.シ =ウ

ガイ大量出土遺跡が奄美大島北部からつぎつぎ発見されはじめ.シ ニ・ ザ

イ供給地をめぐる問題は急展開しはじめました。奄美大島から、
シ
=ニ ヴ

イが搬 出されていたのではないかと注目を集めているのですc

日本最北の亜熱帯・奄美群島で,ヤコウガイの集 中管理が行われ、Ξ廷

貴族の酒盃や螺釦の材料 として,本土に向けて貝殻が運び出さオlて 、ヽた_⊃

ではないかと考えられはじめています。
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ヤコウガイ貝殻 (実物大の大きさです。)
表面の石灰層をはがすと、下から美しい真珠層があらわれます。

製作 :池村 茂氏 (工房海彩代表)
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ヤコウガイ・アクセサリー講座

自分の好きな材料を選びます

瑕

世界にひとつだけのアクセサリーが完成

灘
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ヤコウガイロアクセサリー製作講座 (平成 24年 2月 22日 奄美市立大川小学校)

指導してくださる池村

指導してくださる坂元愛子先生
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ヤ コウガイ・ア クセサ リー製作講座

小湊フワガネク遺跡とヤコウガイについて学びな
がら、世界にひとつだけのオリジナル・アクセサ

リー製作を行います

国指定史跡

小湊フワガネク遺跡
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